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令和７年度 第１回 在宅療養連携会議 会議録 

 

開催日時 令和７年（2025年）７月７日（月）19時00分～20時45分 

開催場所 ヴェルクよこすか ６階 第１会議室 

出 席 者  【構 成 員】別紙名簿のとおり15名 

【事 務 局】民生局福祉こども部 地域福祉課 中島 真由美、西山 博史 

                      長谷川 美千代、白石 貴宏 

                  健康部健康増進課 川田 貴久江 

                健康部健康管理支援課 嶋村 由香里 

【傍 聴 者】なし 

 

１ 開会 

 

２ あいさつ 地域福祉課長 

 

３ 構成員 自己紹介 

 

４ 全体会議 議題 

 （１）座長の互選について【資料１】 

  横須賀市医師会 佐々木氏から立候補いただき、全会一致で決定した。 

 （２）職務代理者の指名について 

  横須賀市医師会 土田氏が指名され、決定した。 

 （３）会議の公開について【資料２】 

  事務局から資料に沿って説明された。 

  会議の議事録の公開方法については、発言者の名前を明記した議事録を公開することで決定

した。なお、公開前には構成員に事前に確認を行うものとする。 

 （４）令和７・８年度在宅療養連携会議の方針について【資料３】【資料３別紙】 

  事務局から資料に沿って説明され、承認された。 

  資料３ ３ページ、【在宅療養ブロック連携拠点】について。田浦地区の記載が抜けている

が、田浦地区は北ブロックが目安の地区となる。（事務局） 

 

５ グループワーク 

 （１）もしバナゲーム 

  ４グループに分かれて「もしバナゲーム」を実施した。（発表無し） 

  もしバナゲームは、ＡＣＰ（アドバンスケアプランニング）の普及啓発のために、 

  千葉県鴨川市にある、亀田総合病院の蔵本 浩一 先生、 

  東京都港区にある、はな医院 院長、原澤 慶太郎 先生が開発された商品である。 

  事務局（地域福祉課）で１０セット購入したので、もし貸し出しの希望があれば、事務局あ

てに連絡いただきたい。（事務局） 

 （２）令和７年度多職種合同研修会のテーマ決めについて【資料４】 

  多職種合同研修会の企画についてアンケートを実施した。（次ページへ続く） 
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  アンケートの集計結果は次のとおり。 

   ①人生会議（ＡＣＰ／アドバンス・ケア・プランニング）について ４人 

   ②口腔ケアに関することについて  ５人 

   ③入退院支援について       ２人 

   ④その他（災害時の対応と連携   ４人）       合計：１５人 

 

６ 報告事項 

 （１）健康部 健康増進課・健康管理支援課から【報告資料１】 

  健康部から資料に沿って説明された。 

  （意見・質問） 

   ・ポピュレーションアプローチについて、よこすか浦賀病院として参加している。 

    通いの場への関与について、現状の１か所あたり年２回程度の開催では、日常的な場で

はなく突発的なイベントの開催といった印象となってしまう。定期的な開催ができれば、

参加者から他の人への紹介もしやすくなり、拡がっていくものと考える。 

    また、実際に参加者数は増えているか。（丸山氏） 

    →説明で誤解を与えてしまったかもしれない。 

     健康部で実施している事業としては、既存の通いの場に出席させていただき、事業を

行うものとなっている。通いの場の開催頻度を上げるための取組みではないため、開

催頻度については健康部としてはお答えできないことをご了承いただきたい。また、

同じ団体に継続して実施する事業ではないことから、参加者数の増減については把握

していないところである。ただし、昨年度実施した団体から、再度の教室依頼があっ

た場合は、対応している。（健康増進課） 

   ・資料中「同規模自治体」とは、具体的にどの自治体との比較となっているのか（原田氏） 

    →ＫＤＢ（国保データベースシステム）のシステム上の機能で、本市と同規模と判定さ

れた自治体の数値が表示されるため、具体的な自治体名はわからないものとなってい

る。（健康管理支援課） 

 （２）構成員から連絡事項・ご意見 

  ・在宅療養連携会議に、通所（デイサービス）の団体が入っていないことについて（反町氏） 

   →過去の会議の中で団体の追加の意見があった際に事務局から連絡し参加いただく手続

きをとってきた。追加の要望があれば事務局から連絡をとりたい。（事務局） 

   座長から構成員の意見を伺い、全会一致で団体の追加について打診することに決定した。 

 

７ 事務連絡 

 事務局から次のとおり３点連絡した。 

 ①多職種合同研修会の当日を、第２回の在宅療養連携会議の扱いとする。事務局が研修会の企

画を進めるなかで、構成員あて日程調整の連絡をする。 

 ②新たに構成員になった方については、謝礼金振込先連絡票を提出していただく。 

 ③開催場所の希望について聞き取り。ウェルシティ市民プラザ希望者が５人だった。 

 

８ 閉会 

 座長の宣言で全体会議を閉会した。                      以上 


